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ドナー登録者10万人達成記者会見

願いは

ドナー登録者

30万人！　

全国一斉街頭キャンペーン10月4日実施

1500人が参加、全国100箇所で大展開

日本骨髄バンクのドナー登録者数は平成10年８
月13日、有効現在数100,042人に達しました。
骨髄バンク事業にご協力、ご支援いただいた厚
生省、日本赤十字社・各血液センター、各都道
府県・保健所、市町村、医療機関・関係者の
方々、全国各地のボランティアの方々、そして
何よりもドナー登録いただいた方々の善意に心
から感謝いたします。
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北海道・東北
関東・甲信越

全国一斉街頭キャンペーン
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全国1500人のエネルギー

ドナー登録10万人達成に感謝しつつ、

一層のドナー登録者拡大をめざして全国100ヵ所以上、

1500人を超える方々が文字どおり「願いを一つ」にしての活躍、

本当にご苦労様でした。

これにあわせ、全国4ヵ所で実施された「休日ドナー登録」では、

東京177人、大阪77人、秋田6人、福島15人、

合わせて275人もの方々が登録してくださいました。

心より感謝し、各地での当日の模様や日ごろの活動の

様子を紹介いたします。

願いは
ドナー登録者30万人
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なぜドナー登録者が30万人必要なのか
ＨＬＡ各座（Ａ座、Ｂ座、ＤＲ座）の抗原の種類が多く、
さらにその組み合わせである各個人のパターンは、極めて多
様であることが知られています。但し、各々の民族で各々の
ＨＬＡの特徴があり、多くの民族が離合集散を繰り返した歴
史を持つ欧米諸国などに比べ、島国という地理的要因が幸い
して、日本はその種類が少ない方であると言われています。
非血縁者間のＨＬＡ適合確率をアメリカと比較すると、日本
がおよそ10倍以上高く、目標とすべきドナー登録者数もアメ
リカの1／10以下と設定されました。ちなみに、ＨＬＡが民
族の起源をあらわす遺伝情報であることから、東アジア諸国
の各民族集団のＨＬＡを調べ、日本人のルーツを探る研究も
行われています。
骨髄バンク設立当時、日本人のＨＬＡ型（血清学）の分布か
ら適合率が約80％～90％を得るためには、ドナー登録者数は
10万人が必要と推定されました。その後、骨髄バンクを介し
た移植例の解析から、ＤＮＡ（遺伝子）レベルまで適合した
場合、移植成績が良好であることが判り、ＤＮＡレベル（遺
伝子）で約80％の患者さんに適合するドナー登録者を見い出
すためには、約30万人程度の登録者が必要とされました。

市内中心部のデパート前での呼びかけは、
小雨模様で早めの切り上げ。でも、足を止め
て説明に耳を傾ける人も多く、20代の女性4
人はその日の午後に開かれた定例勉強会に
も、飛び入り参加してくださいました。勉強
会のお話は、調整医師でドナー体験者でも
ある釧路労災病院の宮城拓人医師。10/9～
10/15開催の「MAMO遺作展」の好評を受け
て、中学校移動展を目下検討中。

帯広市

「詳しい話を聞きたい」
勉強会に飛び入り参加も…

一番手は早朝6時起きで福島市、いわき市、
会津若松市、白河市の4駅頭でチラシ配り、
ポスター貼りの後、キャンペーン・キャラ
バンはそろいのジャンパー、ノボリで三々
五々中央会場へ。そのラジオ中継が効を奏
してか、1000人を超える人出。メインイベン
ト・出発式で200羽のハトを放ってのハー
レー・ダビッドソン10台による市内パレー
ドは道行く人を楽しませました。

郡山市

日本人における推計HLA適合率
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「福島県ハーレー会・郡山支部」による市内パレード

演奏・松戸高校の小泉先生と生徒たち

誰でも参加ＯＫ・定例勉強会

大成功！年追うごとに
関心度の深まりを実感

※紙面の都合上、取材箇所は随意にピックアップしました
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日本

「全国一斉…」への意気込みに勢いを
つけてくれたのが9/25～9/29に全国ボラン
ティアフェスティバル山形の一環として開
催された「MAMOのメッセージ他展」会場
を訪れた人たちの反応。白血病で亡くなっ
た17歳の少年の生への想いを込めた「青空
と点滴一滴見比べて、大地を踏みし自分を
思う」他、パネルに描かれた一字一句に涙
し、「頑張って…」に励まされました。

山形市

訪れた人たちの感動が
次の活動のエネルギー

当日、JR駅前で配布したチラシは2000枚。
その倍以上は枚数が欲しかったという。街
行く人は関心を寄せてくれました。これも
また、すっかり欠かせない行事になったの
は7月26日に千葉こども病院で開催の「ふ
れあいコンサート」。県立松戸高校の先
生・生徒によるフルート、オカリナ演奏と
歌声に大喜びの子供たち。録音してもらっ
て、準無菌室で楽しんだ患者さんも…。

千葉市

病と闘う胸にとどけ
やさしい笛の音と歌声

10月4日於JR川崎駅のキャンペーンを盛況
のうちに終えて、バンク推進月間の12月ま
で日程は目白押し。特に11月は洗足学園大
学、専修大学、聖マリアンナ医科大学など
の学園祭にブースを出しての活動が中心。
3年目ともなると顔なじみも。おでんやだ
んごの模擬店前で話し込んだり、シンポジ
ウムのアトラクションに出演依頼したり、
自然と草の根運動につながります。

川崎市

大学祭回りも3年目
自然な形で草の根運動

大谷貴子さんの司会で各界の代表が挨拶の
後、清水透財団普及広報委員長の開催宣言
でスタート。ライオンズクラブのメンバー
が着ぐるみで愛敬を振りまき、親子づれに
人気でした。登録会場では、前もって予約
のあった申込者の他に、たまたまデート中
のカップルが「前々から登録しようと思っ
てた」と、ビデオを見た後採血、登録して
仲良くドナーカードを手にニッコリ…。

東京都

「ドナー登録デート」
なんてオシャレ！

8/1～10/18の79日間、延べ500人が参加し
て県立鳥屋野潟公園でキャンペーンをしま
した。全国都市緑化フェア開催中の園内は
150ｈaの敷地内に遊園地や植物園、大温室
など行楽施設、コンサートやショーなどイ
ベント企画も満載で、10月4日も親子づれ
など人出は5000人を超えました。以降12
月6日まで、市町村のお祭りや小、中、高
校の文化祭など48ヵ所を回る予定。

新潟市

市町村の行事協賛で
40000枚のチラシ配布予定

北海道 ＜参加ボランティア団体＞　　　　　　　　　

北海道骨髄バンク推進協会 TEL 011-210-6552

北海道骨髄バンク推進協会旭川支部 TEL 0116-33-3121

北海道骨髄バンク推進協会北見支部 TEL 0157-68-1001

釧路骨髄バンク推進協会 TEL 0154-41-7292

北海道骨髄バンク推進協会帯広支部 TEL 0155-23-1511

笘小牧骨髄バンク推進会 TEL 0144-75-7661

江別骨髄バンクを応援する会 TEL 011-387-1284

函館骨髄バンク推進協議会 TEL 0138-26-5558

東北
青森県骨髄バンク推進協議会 TEL 0177-74-1221

秋田県骨髄提供者を募る会 TEL 0184-24-0770

岩手県骨髄バンク推進協議会 TEL 0196-22-6539

骨髄バンクを支援する南岩手の会 TEL 0191-26-4850

宮城骨髄バンク登録推進協議会 TEL 022-211-8381

宮城骨髄バンク登録推進協議会石巻支部 TEL 0225-22-0478

宮城骨髄バンク登録推進協議会古川支部 TEL 0229-23-4455

骨髄バンクを支援するやまがたの会庄内支部 TEL 0234-24-

9499

骨髄バンクを支援するやまがたの会 TEL 0236-32-7016

福島県骨髄バンク推進連絡協議会 TEL 0246-36-8343

福島県骨髄バンク推進連絡協議会県北支部 TEL 0245-58-4040

福島県骨髄バンク推進連絡協議会郡山支部 TEL 0249-44-5762

福島県骨髄バンク推進連絡協議会会津支部 TEL 0242-27-7028

福島県骨髄バンク推進連絡協議会県南支部 TEL 0247-36-4646

関東
茨城骨髄バンクを広める会 TEL 0297-66-7422

大田原市骨髄バンク登録推進協議会 TEL 0287-23-8704

とちぎ骨髄バンクを広める会 TEL 028-624-9903

とちぎ骨髄バンクを広める会足利事務局 TEL 0284-21-1828

群馬県骨髄バンク推進連絡協議会 TEL 027-224-6618

埼玉骨髄バンク推進連絡会 TEL 0480-21-6622

埼玉骨髄バンク推進連絡会県北支部 TEL 0485-54-6317

埼玉骨髄バンク推進連絡会川越・鶴ケ島支部 TEL 0492-71-2677

MahoNET-21骨髄バンクを支える大学市民ネットワーク TEL 0424-22-0423

千葉骨髄バンク推進連絡会 TEL 0473-46-8633

全国骨髄バンク推進連絡協議会 TEL 03-3356-8217

公的骨髄バンクを支援する東京の会 TEL 03-3354-6377

HLA事務局 TEL 03-3791-1551

骨髄バンクを支える友の会 TEL 03-3967-0633

日本つばさ協会 TEL 03-3207-8503

広げよう骨髄移植推進友の会 TEL 03-3753-9557（平日9：00以

降）

神奈川骨髄移植を考える会 TEL 0463-21-0010

神奈川骨髄移植を考える会厚木支部 TEL 0462-47-4358

神奈川骨髄移植を考える会川崎支部 TEL 044-945-1396

再生つばさの会（再生不良性貧血の会）TEL044-222-1550

甲信越
山梨県骨髄バンクを推進する会 TEL 0552-23-1481

つばさの会 TEL 0268-88-2998

にいがた・骨髄バンクを育てる会 TEL 025-233-5963

山形市●

千葉市●

川崎市
●

東京
●

●●● ● ● ● ●
郡山市

●●新潟市

●
●
●
●

笑顔で

来場者は千羽鶴を折ったり、メッセージを書いたり

県内各所から大勢の来場者。
登録申込みハガキに記入してくれる人も

デート中、大事な時間をさいてドナー登録

大学祭回りもすっかり恒例に
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東海・北陸 ＜参加ボランティア団体＞　　　　　　

富山県骨髄バンクを広める会 TEL 0766-52-4823

骨髄献血「はとの会」北陸骨髄バンク推進連絡協議会 TEL 0762-68-9686

福井骨髄バンク・サポーターの会 TEL 0776-33-0480

骨髄献血「チャンス！」TEL 0770-72-5037

近畿 ＜参加ボランティア団体＞　　　　　　　　　

勇気の会（三重県骨髄バンク推進連絡会議）四日市支部 TEL 0593-26-4373

勇気の会（三重県骨髄バンク推進連絡会議）TEL 059-226-8406

勇気の会（三重県骨髄バンク推進連絡会議）紀州支部 TEL 0735-32-3700

和歌山血液疾患患者家族の会「ひこばえ」TEL 0734-92-2777

関西骨髄バンク推進協会 TEL 06-977-2123

滋賀骨髄献血の和を広げる会 TEL 0748-83-0259

骨髄献血の和を広げる会 TEL 0773-27-7693

京都骨髄ドナーを募る会 TEL 075-231-1351

なかよし会 TEL 075-622-4879

大阪骨髄献血の和を広げる会 TEL 06-349-2002

骨髄バンクを応援するさかい TEL 0722-73-0992

神戸骨髄献血の和を広げる会 TEL 078-742-3546

姫路地区骨髄バンク推進センター TEL 0792-98-9446

奈良骨髄献血の和を広げる会 TEL 07443-2-5011

和歌山骨髄献血の和を広げる会 TEL 0734-51-9528

MahoNET-21骨髄バンクを支える大学市民ネットワーク京都 TEL 075-312-3388

岐阜骨髄献血希望者を募る会 TEL 0584-91-4998

静岡骨髄バンクを推進する会 TEL 054-271-8480

骨髄バンクを支援する愛知の会 TEL 052-323-9199

東海・北陸・近畿
中国・四国
九州・沖縄

目の前は海。奥能登国定公園の海岸線沿い
のショッピングセンター前で、潮風に吹か
れながらのキャンペーンでした。県衛生課、
保健所の職員やボランティアに混じって、
県立宇出津高校JRC・3年生の有志、バン
ド「ラストチャイルド」のメンバー、鵜川
中学校ボランティア部員のさしだすチラシ
を「ありがと、必ず読むからなあ」と地元
の人たちは温かく接してくれました。

能都町

潮風に吹かれながら
地元の人たちと温かい交流

用意した1500枚のチラシは1時間ほどで底
をつき、手応え十分。けれどその日は、翌
10月5日朝8時スタートのチャリティーゴル
フ大会に備えて、打ち上げはなし。県内の
企業関係者など74人の参加プレイヤーは、
OBだったりショートホールをワンオンで
きなくてペナルティー募金をしたりしなが
ら、笑顔でホールアウト。ドナー休暇制の
導入が期待できそうです。

静岡市

地元企業を巻き込んで
ドナー休暇制導入のお願い

JR大阪駅東口には、日赤から応援のバス
が出る、着ぐるみも出るなどにぎやかに展
開。6000枚のチラシが足りなくて、Jリー
グ・セレッソ大阪制作のステッカー7000枚
も大放出。セレッソといえば9月15日から
長居サッカー場・ホームゲームで、チラシ
の配布、バンクコーナーの設置、大型ビジ
ョンや場内DJでの紹介と呼びかけなどを
開始。バンクの力強いサポーター?です。

大阪府

Jリーグ・セレッソ大阪
力強いバンクサポーター

明治創業、松坂屋本店前の街頭キャンペー
ンと同じ10月4日。県立同朋高校の生徒有
志が学園祭のテーマに「骨髄バンク」を選
び、チラシを配ったり、説明パネルを展示
したり、奮闘してくれました。愛知県にバ
ンク運動が始まって10年、ドナー登録者10
万人を記念して10月10日には「映画『金色
のクジラ』＆ミニライブ」を開催。出演は
地元で人気上昇中のpeekAboo。

名古屋市

高校生、学園祭で
「骨髄バンク」テーマに

●
能都町

名古屋市
●大阪府

静岡市
●

●
出雲市

● ●

●
●
●
●
●

ちなみに16、26、36、46、56位は地元・
高木造園さん提供の花鉢物が賞品

重そうな買い物袋。
でも、ちゃんとチラシは受け取ってくれました

県立同朋高校文化祭
同校有志による巨大作品

長居スタジアム入口のバンクコーナー

●●
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中国・四国 ＜参加ボランティア団体＞　　　　　　　　　

岡山骨髄バンクを支援する会 TEL 086-267-2474

ひろしま骨髄バンク支援連絡会 TEL 082-504-4362

骨髄バンクを支援する山口の会 TEL 0836-32-4417

骨髄バンクを支援する山口の会下関支部 TEL 0832-52-2112

骨髄バンクを支援する山口の会山口支部 TEL 0839-22-2264

骨髄バンクを支援する山口の会周南支部 TEL 0833-44-1096

骨髄バンクを支援する山口の会宇部支部 TEL 0836-51-7200

しまね骨髄バンクを支援する会 TEL 0853-22-3700

しまねまごころバンク TEL 0853-22-2556

鳥取県骨髄バンクを支援する会 TEL 0857-53-0802

高知県骨髄バンク推進協議会 TEL 0888-23-2035

香川県骨髄バンクをすすめる会 TEL 0877-62-2111

愛媛「骨髄バンク」を支援する会 TEL 089-978-5179

MahoNET-21骨髄バンクを支える大学市民ネットワーク愛媛大学支部 TEL 089-927-9231

九州・沖縄 ＜参加ボランティア団体＞　　　　　　　

九州骨髄バンク推進連絡会議 TEL 092-733-9373

九州骨髄バンク推進連絡会議佐賀支部 TEL 0952-30-2864

九州骨髄バンク推進連絡会議長崎支部 TEL 0957-24-1388

九州骨髄バンク推進連絡会議熊本支部 TEL 096-358-5842

九州骨髄バンク推進連絡会議大分支部 TEL 0975-45-2157

九州骨髄バンク推進連絡会議宮崎支部 TEL 0983-32-2449

九州骨髄バンク推進連絡会議鹿児島支部 TEL 0992-24-7436

（かごしま骨髄バンク推進連絡会議）

九州骨髄バンク推進連絡会議沖縄支部 TEL 098-866-0881

この地にボランティア団体結成からちょう
ど1年。成果が県の登録状況に少しずつ現れ
始めています。10月4日・出雲市内のキャン
ペーンでも「登録は、どげやったら、えか
いね」若者が質問してくれます。10、11日
の商工会議所ゆめフェスタ、15日ライオン
ズクラブ講演会、31日地区６ＪＣ経済文化
交流会、11月2日映画「友情」上映会と行事
を重ねるごとに、手応えはずっしり…。

出雲市

行事を重ねるごと
登録状況に成果を実感

10月11日実施の市内中央商店街でのキャン
ペーンには、23日から「骨髄バンク」をテ
ーマに学園祭を計画している日本文理大学
の学生が20人、ＰＲをかねて参加。チラシ
配りにはボランティア家族の小学生、高校
生も手伝ってくれました。中でも小学2年
生がチラシをさし出すと、受け取る側もつ
いニコニコ。地元出身の富永一郎氏のイラ
スト入りチラシも配りました。

大分市

BOXチャリティー
様々な分野から骨髄バンクの普及

について、力強いご支援をいただ

いています。

空手道の修行をとおして国際的文化

交流、青少年育成、社会福祉をめざ

す「国際空手道連盟極真会館」では、

3年前（西田幸夫代表）より月刊誌

「極真魂」にチャンスの内容を紹介。

全日本・全関東空手道選手権大会な

どでは、バンク普及や募金活動の場

を提供いただくなど、継続的に協力

いただいています。西田前代表から

「命を大切にすることは空手の神髄

でもあります。これからもできる範

囲で協力いたします」とのメッセー

ジをいただきました。

ロックオペラ「ハムレット」公演幕間に
ドナー登録の呼びかけ

去る5月29日～6月7日・於東京、6月14日・於大阪、ロックバンド

「PENICILLIN」によるロックオペラ「ハムレット」が上演されました。

ロビーには募金箱が置かれ幕間にhideのバンドのリードギターで本舞

台の音楽監督のKIYOSHI（自身も登録者）が「僕もドナー登録しまし

た。hideの心を引き継ごう」と骨髄バンクへの理解を呼びかけました。

映画「レインメーカー」特別試写会
会場ロビーに募金箱設置

去る6月16日東京・丸の内ピカデ

リーで骨髄バンク支援チャリティ

ーとして映画「レインメーカー」

の試写会が読売新聞社主催で開催

されました。試写後募金箱に小銭

入れを逆さまにして募金していく

若者の姿も…。

AC・CAMPAIGN
「二十歳の登録」に決定
本年度も、公共広告機構（AC）の

ご協力により、骨髄バンクキャン

ペーン第５弾「二十歳の登録」が

スタートします。若い世代の方々

に、骨髄バンクに興味をもってい

ただければと思います。

月刊誌「極真魂」にチャンスの内容掲載
国際空手道連盟極真会館

大分市
●

ことあるごとに呼びかけ。定例会のあと
もショッピングセンター前でチラシ配り

時々はしゃいだり、退屈しのぎもしながら、
小学生も最後までお手伝い

AC’98骨髄バンクキャンペーンポスター

小学生の配るチラシ
道行く人もついニコニコ ●

●
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とある病院。一般病棟とは一線を画した奥深くに無菌病棟はある。

そのまた奥、扉の向こうの完全無菌病棟。

骨髄移植を受けるため、前処置（多量の抗ガン剤投与や放射線照射）

によって免疫機能が極度に低下した患者さんにとって

無菌室は移植された骨髄が正しく機能し始めるまで

細菌感染から身を守ってくれるなくてはならない治療施設なのである。

○月○日　１室には骨髄移植を受けて16日目の13歳男子、もう１室には

14日目の８歳男子が入室している。午後３時半すぎには一人の入室があり

夕方には移植が１件予定されている。

無菌室の１日。移植患者さんと医療スタッフとの命の闘いの24時である。

扉の向こうの
命の闘い

取材 小玉徹子

無菌室24時
○月○日

6:008:008:30

起
床
　
検
温
・
内
服

弱
か
ら
強
に
設
定
さ
れ
た
空
気
清
浄
機
の
送
風
音

が
高
ま
る
。
移
植
14
日
目
、
16
日
目
い
ず
れ
の
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
が
起
き
て
、
つ

ら
い
時
期
。
少
し
ま
ど
ろ
ん
で
は
、
苦
し
さ
で
目

覚
め
る
１
日
の
、
そ
れ
で
も
始
ま
り
の
合
図
の
よ

う
だ
。

朝
食

食
事
は
無
菌
食
が
準
備
さ
れ
る
。
ア
ル
ミ
箔
で
３

重
に
ホ
イ
ル
さ
れ
た
状
態
で
入
口
Ａ
か
ら
運
び
こ

ま
れ
最
初
の
１
枚
が
外
さ
れ
、
パ
ス
ボ
ッ
ク
ス
に

入
れ
ら
れ
る
前
に
次
の
１
枚
が
、
前
室
で
最
後
の

１
枚
が
外
さ
れ
て
、
室
内
で
よ
う
や
く
中
身
が
見

え
る
よ
う
に
な
る
。
患
者
さ
ん
の
状
態
や
年
齢
に

応
じ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

24
時
間
体
制
で
の
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
無
菌
病
棟

の
一
区
切
り
の
ひ
と
と
き
。
前
日
か
ら
の
夜
勤
の

ス
タ
ッ
フ
と
日
勤
の
ス
タ
ッ
フ
の
交
替
時
間
だ
。

５
分
き
ざ
み
で
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
が
動
き
始
め
る
。

Ｋ
ｅ
ｙ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
　
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
（
移
植
片
対
宿
主
病
）

移
植
し
た
骨
髄
が
患
者
の
組
織
を
異
物
と
み
な
し
攻
撃
す
る

免
疫
反
応
。

Ｋ
ｅ
ｙ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ

パ
ス
ボ
ッ
ク
ス
（
Ｐ
Ｂ
）
無
菌
環
境
保

持
を
目
的
と
し
て
内
部
・
外
部
か
ら
の

物
品
の
搬
入
・
搬
出
の
た
め
の
ボ
ッ
ク

ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
食
事
や
薬
品
、

私
物
な
ど
の
搬
出
入
は
こ
こ
を
通
過
す
る
。

Ｋ
ｅ
ｙ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ

無
菌
服

病
棟
へ
は
更
衣
室
Ａ
で

専
用
の
ス
リ
ッ
パ
に
は
き
替
え
、
無
菌
服
・
キ
ャ
ッ
プ
・

マ
ス
ク
を
つ
け
、
手
洗
い
・
消
毒
の
上
入
室
す
る
。
さ
ら

に
完
全
無
菌
棟
へ
入
る
ナ
ー
ス
や
ド
ク
タ
ー
は
更
衣
室
Ｂ

で
足
キ
ャ
ッ
プ
を
つ
け
、
も
う
１
度
ス
リ
ッ
パ
を
は
き
替

え
、
手
洗
い
・
消
毒
を
す
る
。
室
内
で
は
要
ゴ
ム
手
袋
。

10:0011:0012:0013:00

検
温
・
回
診

必
要
に
応
じ
て
１
日
数
回
、
担
当
医
が
回
診
す
る
。

８
歳
の
男
の
子
は
、
Ｃ
Ｖ
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
部
が

た
だ
れ
た
た
め
、
入
れ
な
お
し
て
い
る
。
消
毒
・

ガ
ー
ゼ
交
換
の
途
中
で
吐
い
て
し
ま
っ
た
。
あ
と

で
皮
膚
科
と
小
児
科
、
精
神
科
医
の
回
診
も
あ
っ

た
。
厳
し
い
治
療
の
中
、
死
に
直
面
し
て
い
る
患

者
さ
ん
に
は
、
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
も
重
要
に
な
る
。

シ
ャ
ワ
ー

１
日
１
回
シ
ャ
ワ
ー
（
無
菌
温
水
）
を
浴
び
て
、

パ
ジ
ャ
マ
や
下
着
も
取
り
替
え
る
。
体
調
が
良
け

れ
ば
家
族
に
届
け
て
も
ら
っ
た
、
使
い
慣
れ
た
ボ

デ
ィ
ー
ソ
ー
プ
で
洗
髪
も
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
滅

菌
処
理
後
無
菌
病
棟
専
用
の
容
器
に
詰
め
替
え
ら

れ
て
い
る
。
治
療
の
た
め
脱
毛
し
て
し
ま
う
こ
と

を
前
も
っ
て
知
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
、
た
い
が
い

の
患
者
さ
ん
は
髪
を
適
当
な
長
さ

に
短
く
し
て
入
室
す
る
。

面
会

起
き
て
い
る
間
中
「
痛
い
よ
う
、
お
母
さ
ん
に
会

い
た
い
よ
う
」
と
泣
い
て
い
た
男
の
子
。
簡
易
無

菌
服
・
キ
ャ
ッ
プ
・
マ
ス
ク
姿
の
お
母
さ
ん
と
ガ

ラ
ス
越
し
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
越
し
の
面
会
。
う

れ
し
さ
余
っ
て
わ
が
ま
ま
も
言
っ
て
み
た
り
…
。

Ｋ
ｅ
ｙ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ

Ｃ
Ｖ
カ
テ
ー
テ
ル

口
内
炎
や
下
痢

・
嘔
吐
に
よ
り
長
期
間
経
口
摂
取
が
不
可
能
に
な
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
カ
テ
ー
テ
ル
が
挿
入
さ
れ
る
。
挿

入
部
か
ら
皮
下
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
、
上
大
静
脈
か
ら
直
接

右
心
房
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
毎
日
の
採
血
や
輸
血
、
輸
薬

は
こ
の
カ
テ
ー
テ
ル
で
。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
命
綱
。

昼
食

B
IO

C
L

E
A

N
 W

O
R

D

缶ジュース、缶詰、ペ
ットボトルのミネラル
ウォーターなどは家族
から差し入れしてもら
える。ただし、国産品
のみ、外国産は不可

パジャマや下着、おもち
ゃや本、筆記用具など、
差し入れはすべて決まっ
た日に熱消毒されるの
で、熱に弱いものは不可
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完全�
無菌室�

前室�

清　浄　廊　下�

メンテナンススペース（面会廊下）�

前室� 前室� 前室� 前室� 前室�前室�前室�前室�

看護婦�
休憩室�面談室�ナース�

ステーション�
A

ナース�
ステーション�

ストック�
ルーム�

更衣室�
Ｂ�

完全�
無菌室� 準無菌室�

準無菌室�

完 全 無 菌 室 �

リネン�
PB PB

リネン� リネン� 廊　下�
入口�

汚物処理�

汚物�
処理�

廊
　
下�

廊
　
下�

更
衣
室
Ａ�

機
械
室�

薬
浴
室�

入口A

入口Ｂ�

無菌病棟見取り図

14:0015:0016:00

内
服
・
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー

の
ど
の
粘
膜
が
た
だ
れ
、
つ
ば
を
飲
み
込
む
の
も

痛
い
状
態
で
も
、
薬
は
き
ち
ん
と
飲
む
。
吐
い
て

し
ま
う
と
、
飲
み
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内
服
前
後
・
食
後
・
嘔
吐
後
に
は
イ
ソ
ジ
ン
で
う

が
い
。
吸
入
（
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
）
も
１
日
３
回
、

つ
ら
く
て
も
指
示
ど
お
り
。
抵
抗
力
が
極
度
に
落

ち
て
い
る
と
、
普
通
な
ら
共
存
で
き
る
常
在
菌

（
人
間
に
常
に
つ
い
て
い
る
菌
）
で
も
感
染
症
の

原
因
に
な
っ
た
り
す
る
。

検
温

入
室

３
日
に
分
け
、
６
回
目
の
放
射
線
治
療
を
終
え
た

患
者
さ
ん
は
、
無
菌
服
を
付
け
て
Ａ
を
ぬ
け
る
と

薬
浴
室
へ
。
咽
頭
・
手
指
・
肛
門
の
細
菌
検
査
を

受
け
た
あ
と
、
皮
膚
に
つ
い
て
い
る
細
菌
を
落
と

す
た
め
ハ
イ
ア
ミ
ン
（
消
毒
液
）
の
風
呂
に
入
る
。

薬
浴
室
を
出
る
時
に
着
た
バ
ス
ロ
ー
ブ
は
前
室
で

脱
い
で
、
室
内
で
パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え
る
。
通
常
、

入
室
と
同
時
に
前
処
置
が
始
ま
る
。
移
植
後
、
造

血
機
能
が
働
き
、
白
血
球
（
好
中
球
）
数
５
０
０

を
め
ど
に
一
般
病
棟
へ
移
れ
る
ま
で
、
こ
の
部
屋

を
出
る
こ
と
は
な
い
。

Ｋ
ｅ
ｙ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ

薬
浴
室

患
者
さ
ん
が
使
っ
た
あ

と
、
清
掃
・
消
毒
が
済
む
と
入
口
に
は
し
っ
か
り
と
テ
ー
プ

で
目
張
り
さ
れ
る
。

18:0018:4019:0020:1022:00 21:00

夕
食

移
植
開
始

午
後
３
時
ご
ろ

採
取
病
院
か
ら

到
着
し
、
必
要

な
成
分
に
分
離

処
理
さ
れ
た
骨
髄

液
が
運
ば
れ
て
く
る
。
32
歳
・
男
性

の
患
者
さ
ん
、
口
元
を
キ
ュ
ッ
と
ひ
き

し
め
、
視
線
は
輸
液
パ
ッ
ク
か
ら
チ
ュ
ー
ブ
に
落

ち
る
骨
髄
液
と
医
師
や
ナ
ー
ス
の
顔
と
を
行
っ
た

り
来
た
り
。「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
を
く

り
返
す
声
が
わ
ず
か
に
震
え
る
の
を
隠
し
き
れ
な

い
。
20
分
後
、
一
人
に
な
っ
て
パ
ジ
ャ
マ
の
袖
で

顔
を
こ
す
る
姿
が
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
ニ

タ
ー
に
映
し
だ
さ
れ
て
い
た
。

移
植
終
了

点
滴
が
落
下
し
終
わ
る
と
、
生
理
食
塩
水
で
輸
液

パ
ッ
ク
を
洗
い
、
そ
の
ま
ま
全
部
輸
注
し
て
し
ま

う
。
１
滴
の
骨
髄
液
に
は
数
10
万
個
の
造
血
細
胞

が
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
い
じ
な
１
滴
な
の
だ
。

検
温

ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
・
内
服

消
灯

消
灯
後
も
、
泣
い
て
い
る
男
の
子
の
相
手
を
し
た

り
、
発
熱
が
続
い
て
い
る
13
歳
の
男
の
子
を
見
回

っ
た
り
、
も
ち
ろ
ん
移
植
直
後
の
患
者
さ
ん
は
き

め
細
か
い
観
察
が
必
要
。
眠
ら
な
い
無
菌
室
の
夜

は
更
け
て
い
く
。
ど
ん
な
に
長
い
夜
で
も
、
や
が

て
朝
が
来
る
こ
と
を
信
じ
て
…
。

●

当
月
は
準
無
菌
室
、
無
菌
室
か
ら
７
名
の
入
室
と

４
名
の
退
室
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

25℃～28℃に保たれた室
内。治療器具以外にテレ
ビやビデオ、冷蔵庫など
がそろえられている。電
話機は病院外部へもかけ
られる。
面会廊下に面した窓のブ
ラインドは内側から電動
で開閉

骨髄液を病室へ運ぶ担当医師

一人が退室すると次の入室者が退室
するまでに必要な点滴用具、シーツ
やガーゼなどは、熱処理できない私
物と一緒に部屋ごとガス滅菌

半透明、ピーチ色した骨髄液のパック。
採取時1060ccが、分離処理後260ccに

※完全無菌室／クラス100 準無菌室／ベッドの上のみクラス100、室内はクラス10,000

無菌室の清浄度は、0.5ミクロン以上の粒子が
１立法フィート（１ｍ＝3.28084ｆ）中に何個
浮遊しているかで、米国航空宇宙局（ＮＡＳＡ）
の基準により３つのクラスに区別される。
クラス100（完全無菌）／落下菌不可→病室
クラス10,000（無菌）／時として１ヶ→病室以
外の病棟内
クラス100,000（準無菌）／少々の落下菌あり
→汚物室、メンテナンススペースなど
常に病室全体に水平または垂直層流の清浄空
気が流れ、前室へ出ていくクロスフロー方式
で無菌状態が保たれている。
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記
野
淳
子
（
16
歳
）
高
校
1
年
生

97
年
移
植
　
福
島
県

友
だ
ち
と
9
時
10
時
の
Ｔ
Ｖ
ド
ラ

マ
、B

、z

や
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｙ
の
話
を
し

て
い
る
時
が
一
番
楽
し
い
。
1
年

間
休
ん
だ
け
ど
、
卒
業
後
は
看
護

学
校
へ
…
。

広
井
　
譲
（
42
歳
）
公
務
員

97
年
提
供
　
新
潟
県

「
ま
ず
当
た
ら
な
い
」
と
思
っ
て

い
た
。
本
当
に
適
合
す
る
ん
で
す

ね
。
あ
と
8
年
、「
も
う
1
度
」

の
期
待
も
。

WE ARE
ALL
HAPPY

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
ど

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
か
ら

「
今
」
が
あ
る

あ
た
り
ま
え
の
暮
ら
し
の
中
の

骨
髄
移
植
・
提
供
経
験
者

ド
ナ
ー
登
録
者
18
人
の

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ

［出 席 者］敬称略（五十音順）

油野千里
梅田正造
大川はるみ
大竹 文
西原真弓
康原龍次郎
清水 透 司会

司会　清水 透
財団普及広報委員長

骨髄移植をとおして見えてくる命の意味

命をみつめて
座 談

骨
髄
バ
ン
ク
と
い
う
同
じ
場
を
共
有
す
る
骨
髄
提
供
者
・
移
植
経
験
者
の
皆
さ
ん
に

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
や
想
い
を
と
お
し
て
「
命
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

語
ら
い
の
テ
ー
ブ
ル
は
、
い
つ
し
か
「
骨
髄
移
植
」
の
み
な
ら
ず
、
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
や
、
さ
ら
に
広
く
社
会
を
考
え
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

司
会

こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
は
ド

ナ
ー
、
患
者
さ
ん
と
立
場
は
違
い
ま
す
が
、

数
万
分
の
１
と
い
う
低
い
確
率
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
適
合
者
を
見
い
出
さ
れ
た
わ
け

で
す
。
そ
の
感
想
か
ら
お
聞
き
し
ま
し
ょ
う
。

大
竹

私
の
場
合
は
適
合
者
が
複
数
い
た

ん
で
す
が
、
３
人
目
、
４
人
目
が
だ
め
と

言
わ
れ
た
時
は
５
人
目
も
だ
め
か
と
、
さ

す
が
に
落
ち
込
ん
だ
か
な
。

私
は
移
植
に
よ
っ
て
Ｂ
型
に
な
っ
た
ん

で
す
。
両
親
と
姉
が
い
る
ん
で
す
け
ど
皆

ん
な
Ｏ
型
な
ん
で
す
よ
。
Ｏ
型
の
家
に
Ｂ

型
は
生
ま
れ
な
い
（
笑
）。
私
の
身
体
の

中
は
も
う
大
竹
家
の
人
間
で
は
な
く
て
、

家
系
図
か
ら
い
う
と
ド
ナ
ー
の
人
の
家
系

に
近
く
な
る
の
か
な
と
。

西
原

私
に
と
っ
て
移
植
は
23
年
の
人
生

で
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
な
と
い
う
感

じ
で
し
た
。
終
っ
た
時
に
提
供
し
た
ド
ナ

ー
さ
ん
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

と
心
配
し
ま
し
た
。

ー
候
補
が
断
わ
っ
て
き
た
時
は
、
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
で
上
ま
で
昇
っ
て
や
っ
た

あ
と
思
っ
て
い
た
の
に
ガ
ー
ッ
と
下
が
っ

た
感
じ
。
も
し
か
し
た
ら
私
の
た
っ
た
一

人
の
ド
ナ
ー
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
思

う
と
シ
ョ
ッ
ク
で
。
そ
れ
を
２
度
経
験
し

て
い
る
の
で
、
半
年
後
ド
ナ
ー
が
見
つ
か

っ
た
時
に
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

カ
ッ
コ
い
い
男
の
人
か
な
と
考
え
た
り
し

て
（
笑
）。

見
た
こ
と
の
な
い
方
が
私
に
危
険
を
お

か
し
て
勇
気
を
く
れ
る
こ
と
、
合
っ
た
の

は
偶
然
な
の
だ
ろ
う
か
、
ど
こ
か
で
き
っ

と
つ
な
が
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
本
当

に
不
思
議
な
感
じ
で
し
た
。

油
野

ド
ナ
ー
は
見
つ
か
ら
な
い
だ
ろ
う

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
宝
く
じ
は
当
た

ら
な
い
し
（
笑
）、
病
気
は
当
た
っ
ち
ゃ

っ
た
ん
で
す
け
ど
（
笑
）。
最
初
の
ド
ナ

植
に
よ
っ
て

血
液
型
が
変
わ
っ
た

ど
う
な
る
の
家
系

移

ッ
コ
い
い
人
か
な

私
の
ド
ナ
ー

な
ん
て
考
え
た
り
し
て

カ 上）左から梅田さん、油野さん、大竹さん、康原さん
下）左から大川さん、西原さん
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腰
越
梢
恵
（
19
歳
）
歯
科
助
手

95
年
移
植
　
埼
玉
県

自
転
車
に
乗
っ
た
。
ス
ケ
ー
ト
も
。

普
通
に
育
て
て
く
れ
た
母
に
感
謝
。

病
気
と
闘
っ
て
い
る
人
た
ち

「
自
分
を
信
じ
て
、
頑
張
っ
て
！
」。

山
本
久
夫
（
49
歳
）
高
等
学
校
教
諭

97
年
提
供
　
愛
知
県

い
ろ
ん
な
人
の
お
世
話
で
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
世
界
大
会
に
２
回
出
場
。

何
と
か
、
感
謝
の
気
持
ち
を
社
会

に
表
現
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。

名
川
和
志
（
34
歳
）
会
社
員

95
年
移
植
　
兵
庫
県

7
歳
か
ら
病
気
と
い
っ
し
ょ
に
育

っ
て
き
ま
し
た
。
想
像
を
超
え
て

元
気
に
な
っ
て
、
今
の
ほ
う
が
普

通
な
ん
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
。

石
崎
ミ
チ
エ
（
52
歳
）
公
務
員

98
年
提
供
　
広
島
県

適
合
通
知
は
51
歳
の
誕
生
日
プ

レ
ゼ
ン
ト
の
よ
う
で
し
た
。
患
者

さ
ん
の
頑
張
り
の
お
か
げ
で
、
人

生
の
大
き
な
証
が
で
き
ま
し
た
。

で
は
な
い
と
い
う
。
前
処
置
を
始
め
た
後

に
私
が
事
故
に
で
も
遭
っ
た
ら
患
者
さ
ん

の
命
が
危
な
く
な
る
わ
け
で
す
か
ら
。

こ
の
世
の
中
に
私
と
全
く
同
じ
遺
伝
子

レ
ベ
ル
の
人
が
い
る
ん
だ
な
と
非
常
に
不

思
議
だ
っ
た
で
す
ね
。

大
川

私
の
患
者
さ
ん
は
、
今
高
校
１
年

の
男
の
子
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
弟
が
で

き
た
と
い
う
感
じ
。
ど
な
た
か
の
命
を
助

け
て
差
し
上
げ
る
と
い
う
よ
り
、
誰
か
と

司
会

在
日
の
方
も
ず
い
ぶ
ん
登
録
を
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
解
決
す
べ
き
問
題

は
あ
る
。
で
も
そ
れ
に
こ
だ
わ
っ
て
、
い

つ
ま
で
も
背
を
向
け
合
う
の
で
は
な
く
、

命
と
い
う
と
こ
ろ
で
そ
れ
を
乗
り
越
え

る
。
そ
ん
な
き
っ
か
け
に
骨
髄
バ
ン
ク
が

機
能
し
て
い
く
の
は
嬉
し
い
で
す
。

康
原

今
か
ら
16
年
前
に
兄
が
ク
モ
膜
下

出
血
で
倒
れ
て
、
意
識
が
戻
ら
ず
に
４
年

移
植
さ
れ
た
方
は
も
し
か
し
た
ら
、
と

い
う
怖
さ
が
あ
っ
た
の
で
は
。

西
原

移
植
の
日
が
近
付
く
に
つ
れ
て
、

も
し
か
し
た
ら
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
こ
と
が
頭
の
片
隅
に
あ
り
ま
し
た
。
移

植
し
て
元
気
に
な
っ
た
人
の
お
見
舞
い
に

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
主
治
医
に
は
一
番
い

い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
か
ら
、
８
割
方
は

大
丈
夫
、
あ
と
の
２
割
は
生
き
よ
う
と
す

る
意
気
込
み
が
必
要
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

油
野

私
は
子
供
が
小
学
校
１
年
生
の
時

発
症
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
あ
る
日
、

「
マ
マ
、
僕
が
６
年
生
に
な
る
ま
で
生
き

て
る
の
？
」
と
聞
い
て
き
た
。
そ
の
言
葉

半
植
物
状
態
だ
っ
た
ん
で
す
。
兄
は
動
か

な
い
け
ど
生
き
た
が
っ
て
い
る
、
人
が
生

き
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん

だ
ろ
う
、
と
ず
い
ぶ
ん
考
え
さ
せ
ら
れ
た

ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
新
聞
か
何
か
で
骨
髄

バ
ン
ク
の
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
の
是
か
非

か
よ
り
患
者
さ
ん
が
助
か
る
道
が
そ
れ
し

か
な
い
の
な
ら
必
要
や
と
思
い
ま
し
た
。

司
会

韓
国
国
籍
で
い
ら
し
て
、
お
父
様

の
世
代
か
ら
我
々
に
は
理
解
で
き
な
い
社

会
的
な
問
題
、
差
別
問
題
な
ど
を
抱
え
て

生
き
て
こ
ら
れ
て
、
日
本
人
に
提
供
す
る

こ
と
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
で
す
か
？

康
原

小
さ
い
頃
か
ら
数
し
れ
ず
差
別
を

受
け
て
き
て
、
は
っ
き
り
言
っ
て
日
本
人

て
嫌
い
だ
っ
た
け
ど
、
兄
が
そ
う
い
っ
た

状
態
に
な
る
こ
と
で
、「
一
人
の
人
間
」

と
い
う
考
え
方
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。
同
じ
人
間
や
思
う
た
ら
、
全
く
抵
抗

な
か
っ
た
で
す
。

供
し
た
相
手
が

2
人
目
の
子
供

の
よ
う
に
思
え
て

提

体
な
ん
や
ろ

生
き
る
と

い
う
こ
と
は

一

無
理
を
せ
ず
、自
分
の
で
き
る
範
囲
で

マ
ス
コ
ミ
業
界
人
と
し
て

大
竹
文

影
響
力
を
生
か
し
て

理
解
を
広
げ
て
い
こ
う
と
…

司
会

現
在
移
植
例
が
１
７
０
０
件
近
い

と
い
う
こ
と
は
、
提
供
さ
れ
た
方
も
同
じ

数
だ
け
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
の
患
者
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た
上

で
、
提
供
さ
れ
た
時
の
思
い
は
。

梅
田

ず
っ
と
仕
事
人
間
で
き
て
、
過
労

で
体
調
を
く
ず
し
た
頃
、
母
が
ク
モ
膜
下

出
血
で
倒
れ
て
翌
日
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
ん
で
す
。
人
の
命
と
い
う
の
は
意
外
に

は
か
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
、

何
か
人
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
た
ま
た
ま
知
人

が
骨
髄
バ
ン
ク
の
活
動
を
し
て
い
た
の

で
、
一
緒
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
必
然
的
に
ド
ナ
ー
登
録
を
し
ま
し
た
。

提
供
し
た
相
手
は
お
子
さ
ん
だ
と
聞
き
ま

し
た
。
私
は
子
供
が
ひ
と
り
な
の
で
、
そ

の
坊
や
ち
ゃ
ん
？
が
２
人
目
の
子
供
の
よ

う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
元
気
で
い
て
ほ

し
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

ご
自
分
が
適
合
者
だ
と
分
か
っ
た

時
に
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
た
か
？

梅
田

責
任
感
で
す
ね
。
自
分
だ
け
の
命

私
が
数
万
人
に
一
人
と
い
う
マ
ッ
チ
ン
グ

を
し
て
し
ま
う
、
赤
い
糸
で
結
ば
れ
て
い

る
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

（
40
歳
）
東
京
在
住
　
マ
ス
コ
ミ
関
係

92
年
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
発
症

94
年
骨
髄
移
植
を
受
け
る

も
と
は
と
い
え
ば
命
は
一
つ
な
ん
で
す
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
認
め
る

康
原
龍
次
郎

そ
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
が

バ
ン
ク
運
動
で
し
ょ
う
ね

（
37
歳
）
大
阪
府
在
住

知
的
障
害
者
通
所
厚
生
施
設

92
年
ド
ナ
ー
登
録

97
年
骨
髄
提
供
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北
川
尚
仁
（
41
歳
）
僧
侶

93
年
登
録
　
島
根
県

人
は
命
の
危
機
に
直
面
し
た
時
、

無
条
件
の
愛
を
知
る
と
い
い
ま
す
。

見
知
ら
ぬ
患
者
さ
ん
の
た
め
に
祈

り
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。
世
の
中
が

温
か
く
な
り
ま
す
。

合
掌
│
│

藁
谷
貴
弘
（
20
歳
）
高
校
２
年
生

95
年
移
植
　
福
島
県

中
学
の
卒
業
式
は
入
院
中
だ
っ
た
。

今
度
は
出
る
。
夢
は
看
護
士
に
な

る
こ
と
。
中
学
時
代
、
授
業
サ
ボ

っ
た
り
し
て
、
も
っ
た
い
な
い
…
。

内
田
佳
子
（
37
歳
）
大
学
助
教
授

98
年
提
供
　
北
海
道

「
後
悔
す
る
の
は
忍
び
な
い
」
と

心
配
し
な
が
ら
同
意
し
た
母
の
内

に
こ
そ「
命
を
思
い
や
る
気
持
ち
」

を
み
る
思
い
で
し
た
。

山
崎
揚
久
（
31
歳
）
旅
館
経
営

94
年
移
植
　
茨
城
県

格
闘
の
末
、
３
０
０
キ
ロ
近
い
マ

グ
ロ
を
釣
る
。
お
客
さ
ん
が
「
旨

い
！
」。
自
分
の
元
気
が
心
か
ら

嬉
し
い
瞬
間
で
す
ね
。

が
も
の
す
ご
く
強
く
残
っ
て
い
て
、
移
植

を
し
て
生
き
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。

主
治
医
は
「
気
合
い
を
入
れ
て
来
る
な
、

ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
と
来
い
」（
笑
）
と
言
う

ん
で
す
。
な
る
が
ま
ま
に
、
気
持
ち
が
悪

く
な
っ
た
り
、
吐
い
た
り
下
し
た
り
、
良

く
な
っ
た
り
悪
く
な
っ
た
り
し
な
が
ら
き

た
ん
で
す
。

西
原

私
の
先
生
は
、
気
合
い
一
本
で
す

ね
（
笑
）。
気
持
ち
悪
く
な
っ
て
も
気
合

い
で
治
せ
っ
て
（
笑
）。

司
会

大
竹
さ
ん
は
、
や
は
り
気
合
い
？

大
竹

人
か
ら
見
る
と
ち
ょ
っ
と
（
笑
）。

自
分
は
助
か
っ
て
ド
ナ
ー
さ
ん
に
も
感
謝

し
て
い
る
し
、
毎
日
本
当
に
楽
し
く
て
充

実
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
。
入
院
中
、
大

部
屋
で
若
い
人
が
多
か
っ
た
ん
で
す
。
20

代
で
そ
う
い
う
病
気
に
な
っ
て
、
す
ご
く

可
哀
想
だ
と
思
っ
た
し
、
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
人
の
こ
と
を
考
え
る
と
生
き
延
び

ら
れ
て
嬉
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
ど
う
し

て
も
封
印
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

西
原

私
は
こ
ん
な
に
元
気
に
な
っ
た
ん

だ
と
呼
び
か
け
て
、
も
っ
と
ド
ナ
ー
も
増

や
し
た
い
し
、
病
気
に
前
向
き
に
な
っ
て

く
れ
る
人
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

自
分
と
同
じ
遺
伝
子
レ
ベ
ル
の
人
が

こ
の
世
に
存
在
す
る
と
い
う
不
思
議

梅
田
正
造

一
人
の
命
は

独
り
の
も
の
じ
ゃ
な
い

（
47
歳
）
千
葉
県
在
住
　
会
社
員

92
年
ド
ナ
ー
登
録

95
年
骨
髄
提
供

僕
が
６
年
生
に
な
る
ま
で
生
き
て
る
の
？

そ
う
言
っ
た
子
供
の
言
葉
が

油
野
千
里

私
に
生
き
る
決
意
を

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た （

34
歳
）
富
山
県
在
住

92
年
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
発
症

95
年
骨
髄
移
植
を
受
け
る

油
野

両
方
わ
か
る
。
私
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
を
リ
ン
ダ
に
し

て
い
る
ん
で
す
が
。
移
植
病
院
が
い
っ
ぱ

い
で
移
植
が
で
き
な
い
患
者
さ
ん
が
「
リ

ン
ダ
困
っ
ち
ゃ
う
な
」
と
つ
ぶ
や
い
た
ん

で
す
。
移
植
で
き
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
た

彼
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う

し
、
そ
う
い
う
方
の
家
族
に
接
す
る
と
私

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

油
野

私
も
同
じ
な
ん
で
す
け
ど
、
で
も

で
き
れ
ば
、
病
気
に
は
な
り
た
く
な
か
っ

た
。

司
会

そ
れ
は
そ
う
だ
（
笑
）。

油
野

で
も
病
気
に
な
っ
た
こ
と
は
不
運

で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
不
幸
で
は
な
か
っ

た
。

司
会

そ
う
、
不
幸
と
不
運
と
は
違
う
ん

で
す
よ
ね
。

油
野

普
通
に
生
き
て
い
て
、
た
ま
た
ま

て
頑
張
っ
て
い
る
人
、
い
ろ
い
ろ
い
ま
す

ね
。
ど
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。

大
竹

患
者
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
皆
さ

ん
が
特
別
扱
い
を
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
は

私
に
と
っ
て
大
変
居
心
地
が
い
い
ん
で
す

が
、
苦
し
ん
だ
の
は
患
者
本
人
だ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
を
考
え
る
と
患
者
で
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
チ
ヤ
ホ
ヤ
さ
れ
て
い
い

の
か
と
い
う
自
問
自
答
が
あ
り
ま
す
。

司
会

患
者
さ
ん
と
し
て
い
ろ
い
ろ
苦
し

ま
れ
て
き
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
マ
イ
ナ

ス
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
て
プ
ラ
ス
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
。

西
原

病
気
に
な
る
前
ま
で
は
現
代
っ
子

で
、
自
分
が
よ
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
、
ま

わ
り
の
こ
と
な
ん
て
ど
う
で
も
い
い
、
そ

ん
な
考
え
だ
っ
た
ん
で
す
。
見
ず
知
ら
ず

の
人
か
ら
命
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
命
の
尊

さ
も
教
え
て
も
ら
っ
た
し
、
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
い
ろ
い
ろ
な
人
と
知
り
合
う
こ
と

も
で
き
た
ん
で
す
。
病
気
に
な
っ
て
不
幸

だ
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。
お
蔭
で

だ
け
ご
め
ん
な
さ
い
と
い
う
気
持
ち
に
も

な
り
ま
す
。
で
も
今
闘
病
し
て
い
る
方
に

は
私
の
元
気
な
姿
を
見
せ
て
、
だ
か
ら
あ

な
た
も
移
植
を
し
て
元
気
に
な
れ
る
ん
だ

と
話
を
し
た
い
。
そ
れ
で
生
き
る
気
合
い

を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。
ド
ナ
ー
に
な
っ

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
人
、
ド
ナ
ー
を

待
っ
て
い
る
人
、
患
者
・
家
族
の
方
に
も

気
合
い
を
入
れ
て
も
ら
え
る
か
な
と
。
今

日
の
テ
ー
マ
は
気
合
い
？
（
笑
）。

司
会

好
き
で
病
気
に
な
っ
た
人
は
誰
も

い
な
い
わ
け
で
す
よ
。
自
分
が
病
気
だ
っ

た
こ
と
を
忘
れ
た
い
人
、
気
合
い
を
入
れ

く
な
っ
た
人

遺
さ
れ
た
人
を

き
っ
と
忘
れ
な
い

亡
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福
嶋
晃
子
（
27
歳
）
町
役
場
臨
時
職
員

95
年
移
植
　
栃
木
県

パ
ジ
ャ
マ
は
夜
寝
る
時
に
着
て
、

マ
ス
ク
は
風
邪
ひ
い
た
時
。
た
ま

に
流
行
の
服
を
着
て
、
ち
ょ
っ
と

お
化
粧
し
て
。
毎
日
、
シ
ア
ワ
セ
。

仲
村
　
浩
（
24
歳
）
会
社
員

97
年
提
供
　
沖
縄
県

世
の
中
の
役
に
立
つ
こ
と
っ
て
、

身
近
に
あ
る
ん
で
す
ね
。「
自
分

て
何
？
」な
ん
て
迷
っ
て
な
い
で
、

自
信
を
持
と
う
と
決
め
ま
し
た
。

坂
本
博
昭
（
26
歳
）
放
射
線
技
師

92
年
登
録
　
鳥
取
県

救
急
の
仕
事
の
場
で
は
生
き
死
に

が
日
常
。「
命
」
の
重
み
を
再
認

識
す
る
、
私
に
と
っ
て
の
「
バ
ン

ク
」
活
動
の
意
味
で
す
。

村
地
浩
美
（
31
歳
）
会
社
員

93
年
移
植
　
岐
阜
県

会
社
の
同
僚
や
学
生
時
代
の
仲
間

と
の
飲
み
会
。
刺
身
も
平
気
で
食

べ
て
、
ほ
ろ
酔
い
に
な
っ
た
り
し

て
。「
元
気
に
な
っ
た
な
」
っ
て
…
。

く
さ
ん
の
人
と

知
り
合
え
て

ひ
き
だ
し
が
ま
た
一
つ

た

事
、
入
浴

普
通
の
暮
ら
し
に

な
ぜ
か
感
動

食

病
気
が
一
緒
に
い
る
と
い
う
感
覚
で
今
ま

で
き
た
。
病
気
に
な
っ
て
、
運
動
し
な
け

れ
ば
出
会
え
な
か
っ
た
人
と
も
交
流
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
様
々
な
こ
と
が
プ

ラ
ス
に
な
っ
た
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

梅
田

一
つ
は
い
い
こ
と
を
や
っ
た
ん
だ

な
と
い
う
気
持
ち
。
自
分
を
ほ
め
て
あ
げ

た
い
と
言
っ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
け
れ

ど
も
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
の
人
ま
で
知
り

合
え
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
油
野
さ
ん

を
骨
折
し
て
手
術
中
に
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
麻
酔
で
。
私
の
妻
は
看
護
婦
な
の
で
、

全
身
麻
酔
の
危
険
性
は
聞
い
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
妻
に
、
も
し
帰
っ
て
き
ー
へ

ん
か
っ
た
ら
こ
れ
だ
け
は
や
っ
と
い
て
な

あ
と
い
う
遺
言
書
を
書
き
ま
し
た
。
そ
の

辺
の
覚
悟
、
準
備
心
を
確
認
で
き
た
喜
び

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
や
は
り
い
ろ

ん
な
人
と
お
話
が
で
き
て
、
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

司
会

提
供
直
前
に
、
麻
酔
事
故
に
遭
っ

た
方
が
い
て
、
そ
れ
で
達
観
で
き
る
と
い

う
の
は
…
。
ド
ナ
ー
側
に
も
そ
う
い
う
危

険
性
が
あ
り
、
お
互
い
に
あ
る
危
険
性
を

感
じ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
命
と
関
わ
り
た

い
と
い
う
…
。
司
会
が
涙
ぐ
ん
で
ど
う
す

る
ん
だ
（
笑
）。

大
川

実
際
に
採
取
す
る
ま
で
、
本
当
に

一
人
の
命
を
預
か
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
あ
の
Ｏ
│
１
５
７
事
件
が
日
本
を
騒

が
せ
て
い
た
頃
で
、
街
中
の
ス
ー
パ
ー
か

ら
レ
バ
ー
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
遠
く
の
肉
屋
さ
ん
ま
で
一
所
懸
命
自

転
車
を
こ
い
で
レ
バ
ー
を
買
い
に
行
き
ま

し
た
。
少
し
で
も
弟
？
に
い
い
骨
髄
液
を

あ
げ
た
い
と
思
っ
て
。
た
だ
、
太
り
ま
し

た
（
笑
）。

司
会

ド
ナ
ー
さ
ん
、
患
者
さ
ん
、
ど
っ

ち
が
ど
っ
ち
に
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く

て
、
や
っ
ぱ
り
お
互
い
に
あ
り
が
と
う
と

い
う
関
係
だ
ろ
う
と
い
う
気
が
し
ま
す

ね
。他

に
病
気
に
な
っ
た
り
、
提
供
し
て
初

め
て
わ
か
っ
た
こ
と
と
い
う
と
。

大
竹

ち
ょ
う
ど
１
年
、
春
夏
秋
冬
を
感

じ
ず
に
入
院
し
て
い
た
の
で
、
退
院
し
た

と
も
。
会
社
だ
け
だ
っ
た
ら
こ
う

い
う
世
界
を
知
ら
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
。

大
川

今
ま
で
の
日
々
の
生
活
は

仕
事
、
主
人
と
の
生
活
、
近
所
づ

き
あ
い
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ

が
バ
ン
ク
っ
て
い
う
、
も
う
一
つ

の
ひ
き
だ
し
が
増
え
て
、
一
生
に

一
度
の
い
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
個
人
的
な
話
で
す

が
、「
願
い
は
…
30
万
人
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
チ
ラ
シ
に
イ
ラ
ス
ト

を
描
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
い
う
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

っ
た
患
者
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

康
原

骨
髄
提
供
の
話
が
き
た
時

に
、
３
人
候
補
が
い
て
る
け
れ
ど

あ
な
た
に
決
ま
り
で
す
よ
と
最
初

に
言
わ
れ
ま
し
た
。
大
柄
な
人
だ

か
ら
（
笑
）。
ラ
ッ
キ
ー
と
思
っ

た
直
後
、
同
僚
の
お
じ
さ
ん
が
足

司
会

提
供
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
後
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
提

供
の
意
味
は
何
だ
っ
た
と
お
考
え
に
な
り

ま
す
か
。

新
し
い
弟
に
少
し
で
も
い
い
骨
髄
液
を
と

レ
バ
ー
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
た

大
川
は
る
み

た
だ
、
そ
の
お
か
げ
で

太
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た

（
36
歳
）
埼
玉
県
在
住
　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

92
年
ド
ナ
ー
登
録

96
年
骨
髄
提
供

イラスト　大川はるみ
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黒
田
修
一
（
40
歳
）
板
前

97
年
提
供
　
兵
庫
県

10
月
は
ア
オ
リ
イ
カ
、
11
月
の
カ

ニ
。
食
材
の
中
に
季
節
を
感
じ
、

ふ
と
患
者
さ
ん
を
思
い
浮
か
べ
た

り
し
て
…
。

再
発
し
た
と
し
て
も
「
闘
う
時
間

を
与
え
ら
れ
て
幸
せ
」。
ピ
ー
チ
色

の
液
体
が
私
を
強
く
し
ま
し
た
。

小
西
　
薫
（
22
歳
）
会
社
員

97
年
提
供
　
神
奈
川
県

入
院
初
体
験
で
健
康
の
意
味
を
再

認
識
。「
他
人
の
身
に
な
る
」
っ
て

自
分
の
た
め
で
す
よ
ね
。

西
村
好
弘
（
25
歳
）
フ
リ
ー
タ
ー

96
年
移
植
　
岐
阜
県

こ
の
4
月
に
大
学
を
卒
業
。
せ
っ

か
く
元
気
に
な
れ
た
ん
だ
か
ら
、

将
来
の
こ
と
、真
剣
に
考
え
た
い
。

時
に
、
風
の
匂
い
と
か
色
と
か
…
あ
あ
何

か
す
ご
く
い
い
人
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た

い
（
笑
）
っ
て
。
食
事
を
し
て
い
た
り
、

お
風
呂
に
入
っ
て
い
る
瞬
間
な
ど
も
、
も

し
か
し
た
ら
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
な

か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
と
、
す
ご

く
感
動
し
ま
し
た
。

要
と
さ
れ
て
い
る

と
思
う
と

元
気
に
な
れ
る

必

籍
を
超
え
た

バ
ン
ク
運
動
に

な
っ
て
ほ
し
い

国

司
会

提
供
者
も
入
院
の
経
験
が
な
け
れ

ば
、病
院
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
と
か
、感

じ
た
こ
と
は
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
。

梅
田

私
が
入
っ
た
の
は
６
人
部
屋
で
、

重
症
の
方
が
た
く
さ
ん
い
た
ん
で
す
。
お

隣
に
い
た
人
は
肝
臓
癌
で
、
自
分
で
も
う

助
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
夜
中

に
苦
し
ま
れ
る
の
を
見
て
い
て
、
健
康
の

大
切
さ
を
痛
感
し
た
し
、
親
身
に
ケ
ア
し

て
い
る
看
護
婦
さ
ん
に
は
、
人
間
と
人
間

の
ふ
れ
あ
い
を
非
常
に
強
く
感
じ
ま
し
た
。

油
野

主
人
が
三
交
替
勤
務
な
の
で
、
入

院
当
時
小
学
校
３
年
生
、
４
年
生
の
子
供

だ
け
で
夜
を
過
ご
す
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
風
邪
を
ひ
い
て
、
上
の
子
が
夜
中
に

吐
い
て
し
ま
っ
た
。
弟
を
む
り
や
り
起
こ

し
て
二
人
で
汚
物
を
片
付
け
た
と
聞
い
た

時
に
、
何
で
私
は
病
院
に
い
る
ん
だ
ろ
う
、

今
す
ぐ
に
で
も
飛
ん
で
帰
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、

退
院
で
き
て
、
家
に
帰
っ
て
子
供
に
ご
飯

を
作
っ
て
学
校
へ
出
し
て
、
そ
し
て
帰
っ

て
き
た
時
に
お
か
え
り
と
言
っ
て
や
れ
る

の
が
も
の
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

司
会

そ
う
い
う
話
、
弱
い
ん
だ
（
笑
）。

自
分
が
頼
ら
れ
て
い
る
、
必
要
と
さ
れ
て

い
る
と
思
う
と
何
故
か
元
気
に
な
る
、
勇

気
づ
け
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

西
原

誰
で
も
で
き
る
仕
事
な
の
に
、
私

で
な
い
と
と
、
言
っ
て
く
れ
て
。
気
を
つ

か
っ
て
く
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
ん
で

す
。
で
も
、
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

と
思
っ
た
ら
、
早
く
元
気
に
な
ろ
う
っ
て

気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。

司
会

最
後
に
、
自
分
の
体
験
を
ど
う
伝

え
て
い
く
か
、
社
会
に
問
い
か
け
る
か
と

い
う
点
を
。

梅
田

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
分
の
た
め
に

や
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
の
た

め
に
と
思
う
と
負
担
に
な
っ
て
、
時
間
的

な
制
約
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
た
ぶ
ん
続

け
ら
れ
な
い
。
何
か
一
つ
や
っ
て
自
己
満

足
し
て
、
ま
た
何
か
や
る
、
そ
う
い
う
ふ

う
に
バ
ン
ク
運
動
を
続
け
て
行
き
た
い
。

大
竹

姉
は
チ
ラ
シ
配
り
な
ど
、
基
本
的

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
私
に
は
と
て

も
…
。
私
は
無
理
を
せ
ず
、
自
分
の
で
き

る
範
囲
の
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
仕
事
が
マ
ス
コ
ミ
業
界
な
の
で
、
影

響
力
を
生
か
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会

西
原
さ
ん
は
気
合
い
で
？
（
笑
）
。

西
原

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
だ
ろ
う
っ

て
皆
ん
な
で
よ
く
言
う
ん
で
す
よ
。
実
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
や
り
た
い
か
ら

や
っ
て
い
る
、
や
ら
さ
れ
て
い
る
わ
け
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。

油
野

骨
髄
マ
ジ
ッ
ク
と
言
っ
て
い
る
ん

で
す
が
、
バ
ン
ク
運
動
に
足
を
踏
み
入
れ

る
と
、
や
め
よ
う
と
思
っ
て
も
逃
れ
ら
れ

な
い
（
笑
）。
や
ら
な
く
ち
ゃ
と
い
う
の

が
心
の
中
に
あ
っ
て
、
一
方
で
忘
れ
た
い
、

あ
の
時
手
放
し
た
も
の
を
全
部
取
り
戻
し

た
い
と
い
う
自
分
も
い
る
ん
で
す
。
疲
れ

た
ら
ち
ょ
っ
と
休
息
を
と
っ
て
ま
た
続
け

て
い
く
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
み
た
い
な
形
で

続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
ん
で
す
。

康
原

国
籍
を
超
え
た
運
動
に
な
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。
差
別
は
ど
う
し
た
ら
な

く
な
る
か
と
い
う
と
、
そ
の
人
の
文
化
を

認
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
が
こ
の
バ
ン
ク

運
動
で
あ
れ
ば
い
い
。
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
型
に
よ

っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
系
、
○
○
系
と
か
、
人

類
史
的
な
流
れ
が
わ
か
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
も
と
は
と
い
え
ば
、「
一
つ
」
命
な
ん

で
す
か
ら
、
自
分
た
ち
の
文
化
を
認
め
る

こ
と
で
差
別
が
な
く
な
る
と
思
う
ん
で
す
。

大
川

私
が
入
院
し
た
時
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
の
６
人
部
屋
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
血

液
の
病
気
、
膝
の
お
皿
を
割
っ
て
歩
け
な

く
な
っ
た
方
、
腎
臓
の
悪
い
方
も
皆
ん
な

困
っ
て
い
ま
し
た
。
病
気
や
怪
我
の
程
度

と
か
、
年
齢
と
か
、
突
き
詰
め
て
い
け
ば

国
籍
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
ん
で
し
ょ
う

が
、
困
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
れ
ば
い

い
と
本
当
に
思
い
ま
し
た
。
仕
事
仲
間
や

家
族
、
知
り
合
い
に
理
解
し
て
ほ
し
い
と

訴
え
た
い
で
す
ね
。

西
原

今
日
こ
こ
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ

て
、
改
め
て
た
っ
た
一
人
じ
ゃ
生
き
て
い

け
な
い
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。

司
会

バ
ン
ク
の
移
植
が
始
ま
っ
て
間
も

な
い
頃
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は
約
１
７
０

０
０
人
。
現
在
の
10
万
人
と
は
隔
世
の
感

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
話
か
ら
、
移

植
が
普
通
に
あ
り
得
る
医
療
シ
ス
テ
ム
に

な
り
つ
つ
あ
る
の
を
感
じ
ま
す
。
本
日
は

「
命
」
を
見
つ
め
直
す
場
を
持
つ
こ
と
が

で
き
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ま
わ
り
の
こ
と
な
ん
て
ど
う
で
も
い
い

現
代
っ
子
だ
っ
た
ん
で
す

西
原
真
弓

私
に
と
っ
て
病
気
は

人
生
に
プ
ラ
ス
で
し
た

（
23
歳
）
静
岡
県
在
住
　
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
施
術

94
年
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
発
症

95
年
骨
髄
移
植
を
受
け
る

菊
田
と
し
え
（
27
歳
）
公
務
員

95
年
移
植
　
宮
城
県
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T H A N K S

骨髄バンクニュース第12号（本年６月発行）にて、骨髄バンクの財政状況解説とともに募金のお願いをさせていただき

ました。ドナー登録者の方々にまでご寄付をお願いすることについては私ども財団内部でも、様々な議論がありました。

昨今の我国の経済、とりわけ国の財政状況からは、残念ながら骨髄バンクに対する国庫補助は極めて難しい状況が続く

と考えられます。経費の節減に懸命の努力を行っておりますが、このままでは患者さんの負担金の値上げを考えなくて

はならない状況になっています。そこで、これまで骨髄バンクを支えていただいている皆様に支援の輪を広げていただ

きたいと考えております。あくまでも任意の募金のお願いです。今後、毎回のニュースに郵便振替用紙を同封させてい

ただきますが、どうかご理解を賜りますよう心からお願いいたします。

前回ニュースで募金のお願いをしたところ、本年６月から８月までの３ヵ月間の募金金額（賛助会費を含む）は、約

3,700万円もの多額に達しました。ちなみに昨年同期間は約2,000万円でしたので、約1,700万円（件数では約2,100件増）

の大幅な増加となっています。こんなにも大勢の方々からご支援いただき大きな感動を覚えております。紙面を借りて

皆様に心からの感謝を申し上げます。

たくさんのご支援ありがとうございます。

皆様のご寄付はこのように
生かされています。
例えば１万円あれば

・パンフレット400部が印刷できます。
・リーフレット1500枚が印刷できます。
・ポスター150枚が印刷できます。

■普及啓発・ドナー募集のために
・これまでのドナ－登録者は年平均１万５千人。ドナ－登録者募集のための普及啓発費も

年平均１億５千万円。つまり、新たなドナ－登録者を募集するには一人あたり約１万円か

かっていることになりますが、この普及啓発費用の２／３は寄付金で支えられています。

■患者さんの負担金援助のために
・ドナ－候補者の方の三次検査から実際に骨髄提供までは幾度もの検査や手続きが必要で

す。そのための交通費は一人あたり平均２万円かかっています。原資は寄付金をもとにお

支払いしています。

・患者さんが登録され移植まで進むには、一人平均50万円～65万円の検査料・負担金が必

要です。経済的に困難な方々には、これらの費用は減額・免除していますが、その原資は

寄付金です。最近では年間約１,000万円となっており、毎年増えています。

・ドナー登録10万人、移植1500例達成、おめでとうございます。少しずつ

前進していて、うれしいです。

・このお金は叔父が旧満州で戦後を迎えシベリアに抑留され、その地で亡

くなった特別弔慰金の一部を寄付させていただきます。命を大切に！

・骨髄提供させていただき大いなる感動を覚えました。

・今年、新社会人になりましたので、ささやかな私の気持ちです。

・職場でカンパ袋を回して集めました。少額ですが送らせていただきます。

・息子の願いは叶わず逝ってしまいましたが、同じ病気で頑張っておいで

の方々のために寄付いたします。

・ドナ－登録して４年が経過。心も身体も万全で準備ＯＫ！です。些少で

すが寄付いたします。

・患者さんが負担されている三次検査費用も無料にできるといいですね！

・ドナ－登録の年齢制限までもうあと５年となりました。もう１度あの感

動を味わうチャンスがあるかどうか…。

・先日、映画「友情」を見ました。小中高校生もたくさん来ていました。

あの子たちがじっくり考えてくれると良いですね。

・諸事情により、登録を取り消しますが、賛助会員として応援します。

・hideさんの遺志を継ぐため、少しずつですが寄付させていただきます。

・横浜駅周辺でドナ－登録できる場所ができませんか？できれば月１度で

もよいから土日にも！少しでも理解が広まりますように！

・ドナ－登録して数年経ちますが、なかなか適合連絡がなくニュ－スで提

供した人の話を読んで、早くしたいという気持ちを強くしています。

MESSAGE 募金とともに寄せられた
メッセ－ジの一部をご紹介します。

募金のお願い
骨髄バンク事業は、多くの皆様の

ご寄付に支えられています

＜収入＞  860百万円�

寄付金・�
前期繰越金�

28％�
239百万円�

利息他�

1％�
 10百万円�

患者負担金�

53％�
455百万円�

登録調整費�
21％�
176百万円�

検査保険料等�
32％�
279百万円�

国庫補助金�

18％�
156百万円�

＜支出＞  860百万円�

調整活動費�

34％�
291百万円�
ドナーフォローアップ�
コーディネーター研修�
諸会議・調査研究を含む�

普及広報費�

23％�
195百万円�
諸会議・調査研究を含む�

検査保険料�

32％�
273百万円�

管理費・その他　11％　101百万円�

平成10年度収入・支出予算
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日本骨髄バンクは、平成４年１月のドナー登録開始以来、多くの皆様方のご尽力により、平成10年８月13日、６年

８ヵ月で当初目標のドナー登録者数10万人に達し、骨髄バンクを介した移植数も平成10年９月末には1697例（米

国、台湾との提携による32例を含む）になりました。ご提供いただいたドナーの皆様には心から感謝申し上げます。

現在までの軌跡とともに現況をご報告いたします。

設立当初は、５年間で10万人を目途としていましたが、平成７年からドナ

ー登録者の伸びが鈍り、達成が遅れました。当初は、ドナー登録者数が少

なく患者さんとのＨＬＡ適合率も３割強でしたが、ドナー登録数の増加に

伴い、平成10年９月末現在適合率は約８割になりました。しかし、患者さ

んの容体の変化やドナーの健康上の理由などで実際に骨髄提供を受ける事

ができた患者さんは全体の３割にも満たないのが現実です。移植を待って

いる患者さん1650人（平成10年９月末現在）のうち約500人の方はドナーが

一人も見つかっていないのです。（一般的なタイプと合いにくいＨＬＡタイ

プがあるため）骨髄バンクでは、平成10年４月に、新たな目標としてドナ

ー登録数30万人をめざし、①ドナー登録手続きの簡素化②登録環境の整備

③コーディネート期間の短縮をさらに進めるなどの取り組みをすすめてい

きます。

ド ナ ー 登 録 者 10万 人 の 軌 跡

非 血 縁 者 間 骨 髄 移 植 の 状 況　1697例

DATA  REPORT

（平成10年9月末現在）

ドナー登録者数推移�（平成10年９月末現在）�

100,000�

90,000�

80,000�

70,000�

60,000�

50,000�

40,000�

30,000�

20,000�

10,000�

0

（人）�

Ｈ４�

16,270

36,693

58,737

69,286

78,870

90,759

102,258

Ｈ5 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 H10  9月末�

ドナー登録現在数�
102,258人�

骨髄提供希望者（ドナー）
の登録数は、累計で115,000
名です。51歳になられた方
や辞退された方を差し引い
た数が、ドナー登録現在数
です。�

適合率の推移� （平成10年９月末現在）�
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移植実施数�
1,697例�

日本骨髄バンクを介して実
施された非血縁者間骨髄移
植の実施数です。この中に
は海外からの提供数が含ま
れています。�

患者登録数（累計）�
適合率（％）�

■移植患者の状況

■提供者の状況

１４９人�

２８４人�２１９人�

１４０人�

２３４人�

１５１人�

1,002人�
695人�

0～5歳�
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16～25歳�
26～35歳�
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移植患者年齢・男女別�

20歳代�
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４２８人�２３０人�
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男�
女�
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８７５人�４５６人�

４２人�
3日�

6日�

１７７人�

１１３人�

骨髄提供者の入院日数�

急性リンパ�
性白血病�

急性骨髄性�
白血病�

骨髄異形成�
症候群�

重症再生�
不良性貧血�

先天性代謝�
異常症�

先天性免疫�
不全症�

白血化�
悪性リンパ腫�

慢性骨髄性�
白血病�

0 100 200 300 400
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20
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16
39
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日本骨髄バンクの現状
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SCIENCE

臍
帯
血
バ
ン
ク
っ
て
何
？

最
近
の
研
究
に
よ
り
、
胎
盤
や
臍
帯

（
へ
そ
の
緒
）
に
含
ま
れ
て
い
る
「
臍

帯
血
」
に
は
骨
髄
液
と
同
様
に
血
液
を

造
り
出
す
細
胞
「
造
血
幹
細
胞
」
が
多

く
含
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
新
た
な

「
造
血
幹
細
胞
移
植
」
の
方
法
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
臍
帯
血
バ
ン
ク

は
臍
帯
血
を
冷
凍
保
存
し
提
供
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

臍
帯
血
移
植
っ
て
何
？

出
産
時
の
臍
帯
と
胎
盤
の
中
に
含
ま
れ

て
い
る
血
液
（
お
よ
そ
４
０
〜
１
０
０

ml
）
を
「
臍
帯
血
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
血
液
の
中
に
は
、
白
血
病
な
ど
難

病
の
血
液
疾
患
の
治
療
に
必
要
な
血
液

を
造
り
出
す
細
胞
（
造
血
幹
細
胞
）
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
臍
帯
血
」（
造
血
幹
細
胞
）
を

出
産
時
（
直
後
）
に
採
取
し
て
、
液
体

窒
素
中
に
冷
凍
保
存
し
て
お
き
、
白
血

病
な
ど
の
治
療
方
法
と
し
て
、
骨
髄
移

植
と
同
様
に
患
者
さ
ん
に
移
植
す
る
方

法
が
臍
帯
血
移
植
で
す
。

臍
帯
血
っ
て
ど
の
よ
う
に

採
取
す
る
の
？

通
常
こ
れ
ま
で
胎
盤
と
臍
帯
は
、
分
娩

終
了
後
に
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
臍

帯
血
採
取
は
、
分
娩
後
廃
棄
さ
れ
る
前

に
、
臍
帯
の
血
管
に
針
を
刺
し
て
臍
帯

血
を
採
取
し
ま
す
。
提
供
さ
れ
る
ド
ナ

ー
（
妊
婦
さ
ん
）
は
も
ち
ろ
ん
、
赤
ち

ゃ
ん
に
も
全
く
肉
体
的
負
担
は
な
く
、

痛
み
や
苦
痛
を
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。臍

帯
血
バ
ン
ク
の

利
点
と
問
題
点

臍
帯
血
移
植
は
骨
髄
移
植
と
比
較
し

て
、次
の
様
な
特
長
を
有
し
て
い
ま
す
。

﹇
利
点
﹈

■
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
が
完
全
に
一
致
（
６
座
）

し
て
い
な
く
て
も
移
植
が
可
能
。

※
平
成
10
年
６
月
１
日
現
在
、
臍
帯
血

移
植
は
非
血
縁
・
血
縁
を
合
わ
せ
て
世

界
で
約
７
０
０
例
あ
り
、
我
が
国
で
は

50
例
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
臍
帯
血

バ
ン
ク
は
、
現
在
全
国
９
カ
所
の
施

設
・
地
域
で
研
究
的
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
臍
帯
血
移
植
を
全
国
的

に
普
及
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

「
臍
帯
血
バ
ン
ク
」
の
設
立
を
協
議
し

て
い
る
厚
生
省
「
臍
帯
血
移
植
検
討
委

員
会
」
は
本
年
７
月
「
早
急
に
事
業
を

開
始
す
る
よ
う
」
提
言
す
る
中
間
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
具
体
的
な
運

営
組
織
や
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
検
討

が
続
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

ＨＬＡ適合検索

最終同意・移植日程調整　2,030

ドナー登録者数

102,258人　　
２次検査ドナー数
90,492人

患者登録数

6,898人　　　　
患者登録現在数
1,580人

ＨＬＡ適合ドナー数

23,431人
ＨＬＡ適合患者数

5,391人　　　

＜コーディネート（

３次検査ドナー数

8,139人
３次検査患者数

3,539人　　　

＜コーディネート（

＜コーディネート（

骨髄提供・移植実施数　　1,697

＜フォローアップ＞

組

例

注１ドナー登録数は、年齢超過や登録辞退者等を除
いた登録者現在数　注２患者登録数は、登録開始か
らの累計数。患者登録現在数は、移植完了者、登録
取消者を除いた登録者現在数　注３HLA適合者数
は、HLA－A・B・DR座が一致した累計数　
注４３次検査数は、コーディネート（1）が終了し
採血検査した累計数　
注５最終同意数は、ドナーとその家族からの提供同
意書が確認され、採取・移植日程の調整に入った、
ドナー・患者の組合せ累計数　
注６骨髄提供・移植実施数以外の各段階の数字は、
コーディネートが中止となった例数を含みます

▼

▼

▼

▼

▼

■患者・ドナーのコーディネート状況

( ) ( )

平成10年9月末現在

ドナーの方にC型肝炎が発症した経過報告について
本年3月に骨髄提供されたドナーの方にC型肝炎が発症したことは、

前号ニュースで報告いたしました。ドナーの方は、治療が効を奏して
C型肝炎ウイルスは消失して肝炎症状もなくなり、すでに職場復帰さ
れ日常生活も普通の生活に戻られています。今後、肝炎ウイルスが完
全に無くなることが期待されます。なお、移植患者さんには現在まで
肝炎は発症しておりません。

C型肝炎がなぜ発症したのか、肝炎ウイルスが何時、どのような経路から
感染したのかを解明するため、当財団は当該採取病院の協力を得つつ外部の
第三者専門家（ウイルス肝炎及び感染症の専門家）にも参加を願って、現地
合同調査等を行いました。本年10月末現在、未だに結論が出ておりませんが、
現在、遺伝子解析手法を用いて原因究明に向けて努力を続けております。近
日中ご報告できると思います。

■
適
合
し
た
場
合
、直
ち
に
提
供
で
き
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
期
間
が
不
要
。

■
ド
ナ
ー
と
な
ら
れ
る
方（
母
子
と
も
）

に
肉
体
的
負
担
が
な
い
。

﹇
問
題
点
﹈

■
採
取
で
き
る
臍
帯
血
量
が
限
ら
れ
る

の
で
、
体
重
の
軽
い
小
児
患
者
が
中
心

に
な
る
。

■
患
者
さ
ん
の
再
発
率
や
長
期
的
生
存

率
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
、
良
く
分
か
っ

て
い
な
い
。

■
一
定
数
（
２
万
検
体
）
以
上
の
臍
帯

血
を
採
取
･
保
管
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
全
国
規
模
の
臍
帯
血
バ
ン
ク
の
設
立

運
営
に
は
、
多
額
の
費
用
が
新
た
に
必

要
と
さ
れ
る
。

骨
髄
バ
ン
ク
と
臍
帯
血
バ
ン
ク
、
双
方
の
利
点
・
問
題
点
を
補

い
な
が
ら
白
血
病
の
患
者
さ
ん
に
移
植
の
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
る
た

め
、「
今
後
も
骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
数
の
拡
大
は
必
要
な

の
で
す
。」

DATA  REPORT

）＞1

）＞2

）＞3



0120-445-445
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●ドナー登録者で51歳になられたり、何らかの理由でドナー登録

を取り消される方で「骨髄バンクニュース」の送付を引き続き希望

される方は、財団事務局までご連絡ください。

編　後集　記

映画「友情 friendship」が
ビデオになりました
ＣＮＮニュースで報道された実話をもとに、
映画「友情」がビデオ化されました。東京に転
校してきた、白血病の少女あゆみ（14歳）が、
周囲の人々の温かな愛につつまれ、クラスメ
イトとの友情を育んでいく物語です。多くの
教育関係者の方々にご支持いただいており
ます。

HOT news
高校英語教科書に「骨髄バンク」が
来年度からの高校２年生用の英語教科書や副教材として｢骨

髄バンク関連記事」が相次いで掲載されます。多くの高等学

校で採用され、骨髄バンクに関する理解を深める機会となる

ことが期待されます。

・NEW HORIZON ： English

Writing（東京書籍）「A Gift of Life」

骨髄バンクを紹介。巻末にＱ＆Ａ

掲載。

・NEW  STREAM Ⅱ（増進堂）

「The Legacy of Brave Woman」

白血病と闘った清水真帆さんの生き

方と骨髄バンクを紹介しています。

・副教材／Love Makes The World

Go Round（山口書店）

ドナー登録者目標数10万人を平成10年８月13日
に達成し、更なる目標・ドナー登録者数30万人を
めざして12月の骨髄バンク推進月間に「全国大
会」を開催します。どなたでも参加できます。多く
の方のご来場をお待ちしております。（参加無料）

会場：名古屋国際会議場「白鳥ホール」

愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-1

（地下鉄名城線・日比野駅1番出口より徒歩5分）

主催：（財）骨髄移植推進財団・愛知県

共催：名古屋市・骨髄バンクを

支援する愛知の会

［お問合せは財団まで］

ＴＥＬ 03-3355-5041

骨髄バンク推進全国大会 ’98
1998年12月19日（土）17：00～19：30

開催されました 北海道・東北地区骨髄バンク推進連絡会議

九　州・沖縄地区骨髄バンク推進連絡会議

７月３日に「北海道・東北地区骨髄バンク推進連絡会議」

が札幌市で、10月２日に「九州・沖縄地区骨髄バンク推

進連絡会議」が大分市で開催され、各地での骨髄バンク

事業の推進、ドナー登録者拡大の具体策等について、率

直・活発な意見交換が行われました。

●サポーター募集
骨髄バンクの機能を本格的に発揮させるに

は、多くの資金が必要です。骨髄バンクの

サポーターや賛助会員として、善意のドナ

ーと骨髄バンクを支えてくださるよう呼び

かけをしています。個人、企業、グループ

で骨髄バンクを応援してください。

お振込み先は下記の通りです。

●本紙は、日本赤十字社のご協力により、

すべてのドナー登録者の方に送付しており

ます。送付を希望されない方や、住所、氏

名の変更のあった方は、登録先の骨髄デー

タセンターへお知らせください。

●日本小型自動車振興会から補助

今年度も、普及啓発ポスター、パンフレッ

ト、リーフレットは「オートレース公益資

金」の補助により発行しています。

サポーター1口 1,000円（何口でも）

賛助会員　年 100,000円（法人団体）

10,000円（個人）

郵便振替口座番号 00130-2-609313

お問合せ・資料請求
日本骨髄バンク（ＪＭＤＰ）

ホームページアドレス
http://www.jmdp.or.jp/

ご参加ください
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●ご協力いただいています

ニフティーサーブ GO  MARROW

ピープル GO  MARROW

PC－VAN JMARROW

ド
ナ
ー
登
録
数
が
当
初
目
標
の

10
万
人
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
ま

だ
ま
だ
、
ド
ナ
ー
登
録
数
が
足
り

ま
せ
ん
。
10
月
４
日
の
「
願
い

は
…
…
30
万
人
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
の
皆
様
の
活
動
が
実
り
多

い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
信

し
、
感
謝
致
し
ま
す
。
今
回
の

バ
ン
ク
ニ
ュ
ー
ス
は
、
い
ま
ま
で

に
な
い
取
材
量
で
あ
り
、「
命
」

を
中
心
テ
ー
マ
に
お
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
、
ド
ナ
ー
、
患
者

さ
ん
、
患
者
さ
ん
を
支
え
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
と
一
連
の
流
れ
を
た
ど

り
な
が
ら
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
原
点

を
も
う
い
ち
ど
み
つ
め
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
今
回
の
取
材
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
共
に
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

第5回コーディネーター養成研修会開催のお知らせ

’97全国大会

骨髄移植推進財団では、平成11年6月頃より「第５回コーディネーター養成研修会」を開催
いたします。現在、全国各地でコーディネーターが活動しておりますが、地域によっては、
まだ不足しております。
そこで若干名の受講者を募集することになりました。詳細は開催要項をご覧ください。

開催要項を希望の方は、

①コーディネーター養成研修会資料希望②住所③氏名④電話番号
を明記の上、〒160―0022 東京都新宿区新宿2-13-12新宿ISビル８F
（財）骨髄移植推進財団 コーディネーター養成研修会担当宛にはがきでご請求ください。

〈開催要項は現在作成中ですので、準備ができ次第お送りします。〉

※お電話によるお問合せは、ご遠慮くださいますよう、お願い申し上げます。

STUDY

レンタルビデオショップで取り扱い中。

発行された「日本骨髄バンクニュースvol.１４」に一部訂正を加えたものをご覧いただいています。


